
心
肺
停
止
状
態
に
陥

っ
た
人
の
心
臓
に
電
気
シ

ョ
ッ
ク
を
与
え
、
拍
動
を
再
開
さ
せ
て
救

命
す
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

一
般
使
用
が
２
０
０
４
年
７
月
に
認
め
ら
れ

て
以
降
、
使
用
方
法
を
学
ぶ
消
防
署
主
催
の
講
習
を
県
内
で
受
け
た
人
は
、
少
な
く
と
も
延

べ
ｎ
万
９
千
人
に
達
し
た
こ
と
が
、
琉
球
新
報
の
調
べ
で
分
か

っ
た
。
県
内
各
消
防
本
部
な

―
ど
に
よ
る
と
過
去
２
年
間
に

一
般
人
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
い
救
命
措
置
を
施
し
た
結
果
、　
一
命
を

取
り
留
め
た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
と
も
６
例
あ
り
、
消
防
で
は
普
及
啓
発
を
さ
ら
に
広
げ
る
必

要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

０８
年
１
年
間
の
受
講
者
数
を

人
口
比
で
み
た
場
合
、
全
国
の

県内 AED一
般
県
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
学
ぶ
救
急
救
命
講
習
会

＝
２
０
０
９
年
夏
、
那
覇
市
消
防
本
部
講
堂 ３

・
３６
％
に
対
し
、
沖
縄
は
２

・
０７
％
と
低
い
。
県
内
で
の
普

AEDの 一般人使
用 2004年 7月 に認
められた。全国で毎

日100人近くが心臓突然死
しており、その 7、8割 が、
電気ショックで心室細動を
除去すれば、命が助かる可

能性があった。ただ除細動
が 1分遅れるごとに救命率
は約10%ず つ低下する。通
報から救急車到着まで全国
平均で 7～ 8分 かかるた
め、居合わせた一般の人の
処置が重視されている。

及
に
つ
い
て
、
那
覇
市
消
防
本

部
は

「
救
命
意
識
が
高
ま

っ
て

い
る
」
と
指
摘
す
る

一
方

「
救

命
動
作
は
い
ざ
と
い
う
時
に
忘

れ
が
ち
で
、
で
き
れ
ば
最
低
、

年
に
２
回
は
受
け
て
ほ
し
い
。

ま
だ
ま
だ
啓
発
が
必
要
だ
」
と

話
し
て
い
る
。

０５
年
か
ら
５
年
間
の
消
防
庁

の
統
計
や
県
内
１８
の
消
防
本
部

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

こ
の
５
年
間
の
受
講
者
は
延
ベ

Ｈ
万
９
３
０
７
人
に
上

っ
た
。

ま
た
、
県
の
調
べ
で
は
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
台
数
は
０８
年
１２
月
末

現
在
１
２
１
４
台
で
、
前
年
０７

年
９
月
末
の
調
査
時
よ
り
１

・

６
倍
に
増
え
て
い
た
。

一
］
¨
一
榊
』
¨
〕
”
一
¨
¨

し
、
救
命
し
た
事
例
は
少
な
く

と
も
６
件
あ
り
、
６
人
が

一
命

を
取
り
留
め
た
。

０９
年
に
久
米
島
で
、
運
動
競

技
中
に
意
識
を
な
く
し
た
５０
代

鵬
榔
に
い
れ
な
務
』
』
藤
鍛
法
‐‐
２０

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
施
し
、
意

識
を
回
復
さ
せ
た
。
０７
年
９
月

に
は
、
竹
富
町
小
浜
島
の
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
で
４７
歳
の
女
性
が

心
肺
停
止
と
な
り
、
ホ
テ
ル
従

業
員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
意

識
を
回
復
さ
せ
た
。

那
覇
市
消
防
本
部
の
徳
元
律

夫
救
急
課
長
は

「
倒
れ
た
人
と

媚
晴
動
融
批
場
給
貯
隷
輯
Ｍ
珈

着
す
る
ま
で
の
間
、
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸
に
よ
る
心

肺
蘇
生
法
を
実
施
し
な
が
ら
、

近
く
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
れ
ば
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
使
う
こ
と
が

重
要
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

（
新
垣
毅
）


